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         多種の多糖分解酵素の単離および生産に成功しました。 

 

【概要】多糖を分解するさまざまな酵素の大量生産と、酵素生産能力を増強した糸状菌の育種に成功。 

【詳細】植物の細胞壁は主としてセルロースなどの多糖から構成され、酵素分解（糖化）によりグルコースへ、

更に酵母による発酵によりエタノールへと変換出来ます。糖化効率を改善する、新しい性質を有する酵素の

単離や大量生産方法の確立によりバイオエタノール製造コストの低減が可能になります。当センターでは

様々な多糖分解酵素の大量生産と、酵素生産能力を増強した糸状菌（トリコデルマ）の育種に成功しました。 

 

 

 

◯ 植物多糖を分解し、オリゴ糖やグルコースを生産することが出来ます。 

◯ イナワラなどの茎葉を自然分解しやすい形に変換することが出来ます。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 


